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電力需要抑制に貢献する 

IBM System xによる4つのアプローチ

電力使用量の削減としては多岐にわたる取り組みが考えられますが、

その1つとして忘れてはならないのが、ITシステムの省電力化です。

IBMはお客様の電力需要抑制に対し、ご支援いたします。 

この冊子はその一環として、IBMのx86サーバーであるIBM System x/BladeCenterを 

活用した省電力化の方法をガイドさせていただくものです。

IBM System x / BladeCenterを活用した省電力化には、

大きく4つのアプローチがあります。

これらをご活用いただくことで、お客様の課題解決の一助になれば幸いです。

いますべての企業に求められている電力使用量の削減。
I Tシステムにも貢献できる方法があります。

Introduction1 Introduction 2

既存サーバーの設定/構成変更

すでにIBM System x®/BladeCenter®を
お使いのお客様は、
サーバー設定を変更することで
消費電力の削減が期待できます。
またメモリー・モジュールやストレージの
構成変更も省電力化に貢献します。

1％～15％ 
の省電力効果

仮想化技術を活用した
サーバー統合

ITシステムの省電力化で最も効果が高いのが
仮想化技術を活用したサーバー統合です。
これによってサーバー数を削減できれば、
消費電力も削減が見込まれます。
IBM eX5を活用すれば、その効果を
さらに高めることが期待できます。

50％～80％
の省電力効果

低消費電力サーバーへの移行

IBM System x/BladeCenter/

iDataPlex®には、消費電力を抑制するための
数多くのテクノロジーが盛り込まれています。
既存システムのサーバーから置き換えることで
省電力化が期待できます。
新規システムでの採用にもお勧めします。

消費電力の可視化と制御

省電力化の推進でも、現状の定量把握が
非常に重要です。
消費電力を可視化できれば、
適切な対応策を選択することも容易になり、
対応策を継続的に改善していくことも
可能になります。

10％～20％ 
 の省電力効果

～20％ 
 の省電力効果

P.3 P.5 P.9P.7

アプローチ 1 アプローチ 2 アプローチ 3 アプローチ 4

注：上記効果は弊社の測定結果に基づくものであり、全ての状況、全てのお客様環境において同様の効果を実現することを保証するものではありません。 
｠ ｠ お客様環境、その他の要因によって異なります。
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アプローチ

既存サーバーの設定 /構成変更
すでに I B M  S y s t e m  x / B l a d e C e n t e rをお使いのお 客 様は、

サーバー 設 定を変 更することで 消費 電 力の削 減 が 期 待できます。

またメモリー・モジュール やストレージの構 成 変 更も省 電 力 化に貢 献します。

最も省電力効果が高いのは「省電力モード」、次が「電力効率
優先モード」です。省電力化を行うには、この2つのモードが適し
ています。サーバーのuEFI（BIOS）設定の他に、OS側でも省電力
設定が行えます。両者を併用することで、以下のグラフのように、
より大きな省電力効果が見込まれます。

IBM System x/BladeCenterの最新モデルには、サーバーの
uEFI（BIOS）を省電力重視に一括設定できる機能が用意されて
います。以下の4種類の動作モードから適切な動作モードを選択
するだけで、手軽に省電力設定が行えます。

■ バランスモード（Customモード デフォルト設定）
すべてのチューニング・パラメーターを個別調整できるモードです。
出荷時にはこのモードで、消費電力とパフォーマンスのバランスが
取れた設定になっています。

■ 省電力モード（Acousticモード）
パフォーマンスと引き換えに、電力消費量を最も低くするモード
です。これにより発熱量が削減され、ファンの動作も抑制される
ため、動作音低減の効果も期待できます。

■ 電力効率優先モード（Efficiencyモード）
消費電力当たりのパフォーマンスを最大にするモードです。ある
程度のパフォーマンスと引き換えに電力消費量を抑えることで、
電力効率を最大化します。

■ パフォーマンスモード（Performanceモード）
パフォーマンスを優先させるモードです。すべての省電力機能に
おいて、パフォーマンスを最大化する設定を行います。

IBM System x / BladeCenterには数多くの省電力機能が
実装されています。これらを有効活用することで、サーバーの
消費電力削減が期待できます。

IBM System x /BladeCenterの省電力設定

IBM System xは、幅広いフォーム・ファクターでSSDをサポート
しています。一般的なSATAによるSSD接続はもちろんのこと、
PCI-Expressに対応したSSDアダプターもご用意しています。PCI
タイプのSSDアダプターを使用すれば、3.5型SASに比べて消費
電力を削減できるだけではなく、IOPSも300倍以上と大幅に高速
化されます。

最新規格のDDR3メモリーは、テクノロジーの進化により消費
電力が低減しています。さらに、低電圧タイプのDDR3メモリー
に変更することで、30％以上の電力削減が期待できます。

メモリー・モジュールによる省電力化

ディスク・ドライブの変更も省電力化に貢献します。各ドライブ
の消費電力は以下のように、3.5型SASからSSDに向かって
小さくなります。

ディスク・ドライブ変更による省電力化
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出典：IBM調べ
System x3630 M3 （CPU Intel Xeon X5670、Memory 12GB（4GB×3）、HDD 146GB×4） 
Windows Server 2008 R2環境
IBM DPI C13 PDU+にて、アウトレット単位にて計測した結果
※サーバー・計測環境によって、省電力抑制効果は異なります。 

注: この設定によりアプリケーション性能が低下する可能性があります。

サーバーの設定変更による消費電力抑制効果

48GBメモリー搭載サーバーにおけるDDR3メモリー消費電力比較
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出典：http://www.samsung.comの公表データ。

以下の方法も省電力化に効果があります。

■ 最新ドライブへの移行
ディスク・ドライブは、世代が新しくなるほど消費電力が低くなり
ます。古いディスク・ドライブを最新型にするだけでも省電力化
が可能です。

■ 大容量ドライブの採用
消費電力はディスク・ドライブの数に比例します。できるだけ
大容量なディスク・ドライブを採用し、数を最小化することも、
省電力化につながります。
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詳細は IBM System x 省電力設定 検索

出典：SASディスク・ドライブは、www.seagate.comの公表データ。

さらに以下の方法も省電力には効果があります。

■ 新しい世代のメモリー・モジュールの使用
上記のグラフのとおり、新しい世代のメモリー・モジュールでは、
より効率の高い半導体製品を使用しているため、 世代が新しくな
るほど消費電力の削減が期待できます。

■ 大容量メモリー・モジュールの採用
消費電力はメモリー・モジュールの枚数に比例します。大容量の
メモリー・モジュールを採用することで、 メモリー・モジュールの
消費電力削減が見込まれます。
※大容量のメモリー・モジュールで、メモリー・モジュールの枚数を削減することで、メモリー・
　アクセス性能が低下することがありますので、構成には注意が必要です。



2

アプローチ

低消費電力サーバーへの移行
I B M  S y s t e m  x / B l a d e C e n t e r / i D a t a P l e xには、消費 電 力を抑 制するための

数 多くのテクノロジーが 盛り込まれています。既 存システムのサーバーから置き換えることで、

省 電 力 化 が 期 待できます。新 規システムでの 採 用にもお 勧めします。

■ 空冷能力を最大化するテクノロジー
　Calibrated Vectored CoolingTM

サーバーの設計段階から綿密な計算を重ねて冷却ユニットをレイ
アウトしているため、サーバー内部に熱をこもらせずに冷却効果
を最大化できます。例えば、冷却用のファンはその搭載個数と回転
数を最小限に抑え、その上でオプションのプロセッサーやI/Oカード
などの機器を実装しても誤作動が発生しにくい安定したサーバー
環境を確保しています。

IBM eX5システムは、最新のインテル Xeon プロセッサー E7 

ファミリーの採用と最大6TBの大容量メモリーの搭載が可能に
なり、非常に高いパフォーマンスを発揮します。大容量メモリーに
より、大規模なサーバー統合が可能となるため、サーバー台数を
大幅に削減でき、データセンター全体の省電力化に貢献します。

IBM eX5による省電力化

通常のラック・サーバーより奥行きの短いiDataPlexサーバー
は、排熱効率に優れているため、より高い省電力効果を実現で
きます。また水冷システムやGPGPUなど、iDataPlexならでは
のソリューションと組み合わせることで、さらなる省電力化が
期待できます。

iDataPlexによる省電力化

Approach_25 Approach_2 6

■ 低電圧DDR3L 1.35V メモリーの標準搭載

従来ではオプション製品であった低電圧DDR3L 1.35Vメモリー
の、主力モデルへの標準搭載を進めており、メモリー・モジュール
の消費電力削減を実現しています。

■ 入力される電力を効率良く直流に変換
　高い効率を誇る電源装置

日本のマシン・ルームやデータセンターでは、家庭用と同じ交流電源
が利用される場合が圧倒的多数であり、交流をサーバー内部で
利用できる直流に変換する効率を高めることが非常に重要です。
交流から直流へ変換する際、変換できずに熱エネルギーにして排出
される電力は無駄となるばかりか、その熱をサーバーの外に排出
する空冷ファンの消費電力増に直接影響を及ぼします。
IBM System x/BladeCenterでは、この無駄を最小限とするために
92%・94%以上の高変換効率電源装置の採用を進めております。

空冷ファン

電源ユニット
PCIスロット

メモリー・スロット

CPU

RSAⅡ
スリムライン

本体内での
空気の流れ

最適化された冷却機能

ハニカム（六角形）状の
メッシュを採用

吸気

100W
入力電力 AC

94W

低電圧DDR3L 1.35Vメモリー・モジュールの標準搭載モデル：
x3400 M3、x3500 M3、x3550 M3、x3620 M3、x3630 M3、x3690 X5、
x3850 X5、HS22、HX5

■ サーバー全体のエネルギー効率の高さを証明する
　 国際Energy starプログラムに適合

先進の冷却テクノロジー、92％・94%以上の高変換効率電源装置、
低電圧メモリーなどの省電力化テクノロジーにより、
サーバー全体のエネルギー効率の高さを証明する国際
Energy starプログラムに適合するモデルをライン
ナップしています。

■ メモリー拡張ユニットによる大容量メモリー搭載

メモリー拡張ユニット「MAX5」を活用すれば、最大192メモリー
スロットを利用できます。これにより30%増のパフォーマンス向上
が可能になり、より多くのワークロードを統合できるようになり、
さらなる省電力化を進めることができます。

■ 最新プロセッサーによる電力効率向上

最新のインテル Xeon プロセッサー E7ファミリーは、最大10コア
（合計20スレッド）まで対応し、前世代のインテル Xeon プロセッ
サーと比べて最大40％性能の向上が期待できます。また、プロ
セッサーのアイドル時の消費電力を削減する新たな省電力機能も
搭載されています。

■ 短い奥行きによる効率的なエアフロー

iDataPlexサーバーは、奥行きが500mmしかありません。そのため
一般的なサーバーに比べて短いエアフローで冷却できます。冷却
のための大口径ファンは電源モジュー
ルと統合され、ファンの数を削減してい
ます。これによって通常の1Uラック・
サーバーに比べ、1ノード当たり20Wの
省電力が期待できます。

■ 水冷システムで発熱量を削減可能

水冷型の冷却システム「Rear Door Heat Exchanger」を利用すること
で、排熱量を大幅に削減できます。熱量は、水温による冷却により、
熱量の吸収が見込まれます。ラックからの排熱が少なくなれば空調
の負担が軽減し、データセンター全体の消費電力削減を見込めます。

■ 他社製UNIXサーバーからの代替で大きな省電力効果

すでに他社製UNIXサーバーでサーバー統合が行われている場合
には、IBM eX5に移行することで高い省電力効果が得られます。
例えば数年前に導入された他社製UNIXサーバーから移行すれば、
消費電力は90％以上削減され、性能も約2倍に向上します。

■ eXFlash SSDによるパフォーマンス向上と省電力の実現

eX5で搭載可能なeXFlash SSDなら、ホットスワップ/ブートディス
ク/ハードウェアRAIDが可能でありながら、240,000 IOPSの
パフォーマンスと、2.5型SAS HDDと比較して85%以上の消費電力
削減が期待できます。

排気・廃熱

高効率な電源装置

IBM System x3650 M3であれば、他社同等製品に比べて
11％以上も消費電力が低減しています。他社サーバー 10台分の
消費電力で、IBMのサーバーであれば11台が稼働します。

IBM BladeCenterは、発表以来一貫して省電力設計を追求し続け
ています。94％高効率電源モジュールなどの各モジュールの省電力
化はもちろんのこと、モジュール数の削減にも取り組んでおり、サー
バー全体の排熱量も抑制しています。例えば、BladeCenter H

では、ファンの数を2個、電源の数を4個に削減しています。このよ
うな発熱モジュール数の削減は、サーバー自体の消費電力削減だけ
ではなく、データセンターの空調電力節約にも貢献します。（他社
製品では、ファン数が8～48、電源数が6というのが一般的です）

性能当たりの消費電力を 9 0 %削減
4年前のタワー型サーバー x3400＊１を、最新ブレードサーバー HS22＊２に移行した場合の
省電力効果を見てみましょう。

消費電力が33%削減され、性能は6倍以上になっているため、性能当たりの消費電力は
90%削減になっています。

＊１ インテル Xeon 5130 2.00GHｚ ×2、300GB HDD×2、GigabitEthernet 3ポート構成　
＊２  インテル Xeon L5640 2.25GHｚ ×2、300GB HDD×2、GigabitEthernet 4ポート構成　
出典：IBM調べ　The IBM BladeCenter and System x Power Configuratorによる計算

x3650 M3と同等他社製品との消費電力比較

x3650 M3*

同等他社製品

299W

337W

他社製UNIXサーバーからの代替効果
●数年前に導入した他社製UNIXサーバーの置き換え

24,392W 2,150W

他社製
UNIXサーバー 

OLD

＊性能は約2倍
性能2倍、消費電力
約90％以上削減！

＊性能はTPC-Cデータを元に算出しています（2011.4現在）。
※ 他社UNIXサーバー消費電力量は他社公表最大値。IBMサーバーは、x3850 X5の最大消費電力値。
※ 当消費電力量には外部ストレージの消費電力は含めておりません。

出典：IBM調べ　消費電力値は待機電力時の値で比較

出典：インテル Xeon E7 ファミリーニュースリリース 

　　  http://newsroom.intel.com/community/intel_newsroom/

出力電力 DC

国際Energy starプログラム適合モデルの詳細は

IBM ser vers Energy star 検索

IBM BladeCenterによる省電力化

IBM System xによる省電力化

x3400 14台

性能比較比 6.19倍1 6.19

消費電力比 33%削減
1600W削減

1
（4,746W）

0.67
（3,146W）

性能当たりの
消費電力比 90%削減1 0.11

HS22 14台 BladeCenter E

＊インテル Xeon プロセッサー E5507×2、メモリー 12GB（2GB×6）、SAS 300GB HDD×8台、
　電源2個構成。x3650 M3はThe IBM BladeCenter and System x Power Configuratorにて算出
　した値です。他社同等製品については、他社のWebサイトより計算ツールにて参照した値です。

※GPGPU：General-purpose computing on graphics processing units; GPUによる汎目的計算








